
第
二
十
三
条
第
一

項

加
算
し
た
金
額

加
算
し
た
金
額
と
し
、
当
該
基
準
法
人
税
額
に
租
税
特
別
措

置
法
第
六
十
二
条
の
三
第
一
項
又
は
第
八
項
の
規
定
に
よ
り

加
算
さ
れ
た
金
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
の
百
分
の

四
・
四
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額

、
同
法

、
法
人
税
法

第
二
十
九
条
第
二

項

附
帯
税
の
額
を
除
く

附
帯
税
の
額
を
除
く
も
の
と
し
、
当
該
各
課
税
事
業
年
度
の

所
得
基
準
法
人
税
額
に
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
二
条
の
三

第
一
項
又
は
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
た
金
額
が
あ

る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
の
百
分
の
四
・
四
に
相
当
す
る
金

額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る

平成™�年š月š˜日 月曜日 (号外特第�号)官 報

第
三
十
八
条
の
五
第
一
項
第
一
号
中「（
連
結
法
人
」
を「（
当
該
法
人
」
に
改
め
、「
他
の
連
結
法
人
」
の
下
に
「
及

び
当
該
法
人
が
外
国
法
人
で
あ
る
場
合
の
法
人
税
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
本
店
等
」を
加
え
、

「
同
条
第
一
項
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
第
一
号
中
「
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
、」

を
削
り
、
同
条
第
十
項
第
四
号
中
「
と
き
。」を
「
と
き
」
に
改
め
、
同
条
第
十
六
項
中
「
一
む
ね
」
を
「
一
棟
」
に

改
め
、
同
条
第
十
九
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
、「
前
条
第
八
項
に
規
定
す
る
法
人
税
申
告
書
」
を
「
確
定
申

告
書
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
六
項
中
「
読
み
替
え
る
」
を
「
、「
第
六
十
二
条
の
三
第
一
項
又
は
第
八
項
の
規
定

に
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
」
と
、「
並
び
に
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
二
条
の
三
第
一
項
及

び
第
八
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
」
と
読
み
替
え
る
」
に
改
め
、
同
条

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

27

前
条
第
四
十
四
項
の
規
定
は
、
法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
四
十
四
項
中「
第
六
十
二
条
の
三
第
一
項
又
は
第
八
項
の
規
定
に
」と
あ
る
の
は
、「
第

六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
九
条
の
二
第
二
項
中
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替

え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
同
項
第
十
三
号
」
を
「
同
項
第
十
六
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
マ
ン

シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改

め
る
。

第
三
十
九
条
の
四
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

法
第
六
十
五
条
の
三
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
地
方
独
立
行
政
法
人
は
、
地
方
独
立
行
政
法

人
法
施
行
令
第
四
条
第
三
号
に
掲
げ
る
博
物
館
又
は
植
物
園
の
う
ち
博
物
館
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
博
物

館
に
相
当
す
る
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ
た
も
の
に
係
る
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
二
十
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
業

務
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
九
条
の
五
第
十
五
項
中
「
都
市
再
生
整
備
推
進
法
人
」
を
「
都
市
再
生
推
進
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二

十
項
第
二
号
中
「
第
四
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
八
項
中
「
マ
ン
シ
ョ

ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、

同
条
第
三
十
項
中
「
農
地
保
有
合
理
化
法
人
又
は
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
」
を
「
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体

等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
六
第
二
項
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
五
条
第
三
項
」
に
、「
農
地
保
有
合
理
化
法
人
」
を
「
農

地
中
間
管
理
機
構
」
に
、「
第
十
一
条
の
十
二
」
を
「
第
十
一
条
の
十
四
」
に
、「
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
が
一
般

社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
」
を
「
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人
で
あ
る
当
該
農

地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
に
あ
つ
て
は
」
に
、「
そ
の
行
う
同
法
第
四
条
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
項
第
一
号
ロ
に
掲

げ
る
農
地
売
買
等
事
業
」
を
「
こ
れ
ら
の
法
人
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
の
行
う
当
該
各
号
に
定
め
る

事
業
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

当
該
農
地
中
間
管
理
機
構

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
事
業
（
同
条
第

一
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）

二

当
該
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
農
地
利
用
集

積
円
滑
化
事
業
（
同
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）

第
三
十
九
条
の
七
第
六
項
を
削
り
、
同
条
第
七
項
中
「
上
欄
に
規
定
す
る
」
の
下
に
「
政
令
で
定
め
る
地
区
は
、

地
震
そ
の
他
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
著
し
く
危
険
な
地
区
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る

地
区
で
あ
つ
て
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
地
区
と
し
、
同
欄
に
規
定
す
る
」
を
加
え
、「
防
災
再
開
発
促
進
地
区
」

を
「
危
険
密
集
市
街
地
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
八
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
項
の
次
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

法
第
六
十
五
条
の
七
第
一
項
の
表
の
第
十
号
の
上
欄
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
船
舶
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

一

海
洋
運
輸
業
（
本
邦
の
港
と
本
邦
以
外
の
地
域
の
港
と
の
間
又
は
本
邦
以
外
の
地
域
の
各
港
間
に
お
い
て
船

舶
に
よ
り
人
又
は
物
の
運
送
を
す
る
事
業
を
い
う
。
次
項
第
二
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）、
沿
海
運
輸
業
（
本
邦

の
各
港
間
に
お
い
て
船
舶
に
よ
り
人
又
は
物
の
運
送
を
す
る
事
業
を
い
う
。
次
項
第
二
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）

又
は
漁
業
（
水
産
動
植
物
の
採
捕
又
は
養
殖
の
事
業
を
い
う
。
次
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
用
に
供
さ
れ

て
い
る
船
舶

二
十
五
年

二

前
号
に
掲
げ
る
船
舶
以
外
の
船
舶

四
十
五
年

第
三
十
九
条
の
七
第
九
項
第
二
号
中
「
買
換
資
産
に
該
当
す
る
船
舶
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
買
換
船
舶
」
と

い
う
。）の
」
を
「
船
舶
で
そ
の
」
に
、「
当
該
買
換
船
舶
の
取
得
の
日
ま
で
の
期
間
が
当
該
買
換
船
舶
」
を
「
取
得
の

日
ま
で
の
期
間
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
船
齢
」
と
い
う
。）が
そ
の
船
舶
」
に
、「
未
満
で
あ
る
場
合
の
当
該
買
換

船
舶
」
を
「
に
満
た
な
い
も
の
（
次
に
掲
げ
る
船
舶
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
も
の
に
限
る
。）」
に
改

め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

漁
業
の
用
に
供
さ
れ
る
船
舶

そ
の
船
齢
が
十
五
年
に
満
た
な
い
も
の

ロ

海
洋
運
輸
業
、沿
海
運
輸
業
及
び
漁
業
以
外
の
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
船
舶

そ
の
船
齢
が
耐
用
年
数（
法

人
税
法
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
耐
用
年
数
を
い
う
。）以
下
で
あ
る
も
の

第
三
十
九
条
の
七
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

法
第
六
十
五
条
の
七
第
一
項
の
表
の
第
一
号
の
下
欄
の
ロ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
区
域
は
、
中
部
圏
開
発

整
備
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
都
市
開
発
区
域
と
す
る
。

４

法
第
六
十
五
条
の
七
第
一
項
の
表
の
第
四
号
の
上
欄
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
区
域
は
、
都
市
計
画
法
第
七

条
第
一
項
の
市
街
化
調
整
区
域
と
定
め
ら
れ
た
区
域
と
し
、
同
欄
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
務
所
又
は
事
業

所
は
、
事
務
所
、
工
場
、
作
業
場
、
研
究
所
、
営
業
所
、
倉
庫
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
（
福
利
厚
生
施
設

を
除
く
。）と
す
る
。

５

法
第
六
十
五
条
の
七
第
一
項
の
表
の
第
六
号
の
上
欄
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
区
域
は
、
都
市
計
画
法
第
四

条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
に
都
市
再
開
発
法
第
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
地
区
若
し
く
は
同
条

第
二
項
に
規
定
す
る
地
区
の
定
め
ら
れ
た
市
又
は
道
府
県
庁
所
在
の
市
の
区
域
の
都
市
計
画
法
第
四
条
第
二
項
に

規
定
す
る
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
最
近
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
集
中
地
区
の
区
域
（
同
欄
に
規
定
す
る

既
成
市
街
地
等
を
除
く
。）と
し
、
同
表
の
第
六
号
の
下
欄
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
施
策
は
、
都
市
再
開
発
法

に
よ
る
市
街
地
再
開
発
事
業
（
そ
の
施
行
さ
れ
る
土
地
の
区
域
の
面
積
が
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
も
の

に
限
る
。）に
関
す
る
都
市
計
画
と
し
、
同
欄
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

再
開
発
会
社
（
都
市
再
開
発
法
第
五
十
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
再
開
発
会
社
を
い
う
。）が
当
該
市
街
地

再
開
発
事
業
を
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
七
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
権
利
変
換
計
画
に
お
い
て

定
め
ら
れ
た
同
項
第
十
五
号
に
規
定
す
る
施
設
建
築
敷
地
若
し
く
は
そ
の
共
有
持
分
及
び
施
設
建
築
物
の
一
部

等
を
当
該
再
開
発
会
社
が
取
得
す
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
資
産
又
は
同
法
第
百
十
八
条
の
七
第
一
項
に
規

定
す
る
管
理
処
分
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
同
項
第
八
号
に
規
定
す
る
建
築
施
設
の
部
分
を
当
該
再
開
発
会

社
が
取
得
す
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
資
産

二

建
物
（
そ
の
附
属
設
備
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
（
そ
の
敷
地
の

用
に
供
さ
れ
る
土
地
等
（
土
地
又
は
土
地
の
上
に
存
す
る
権
利
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
含

む
。）

イ

中
高
層
耐
火
建
築
物
（
地
上
階
数
四
以
上
の
中
高
層
の
建
築
基
準
法
第
二
条
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
耐

火
建
築
物
を
い
う
。）以
外
の
建
物

ロ

住
宅
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
が
含
ま
れ
る
建
物
（
住
宅
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
に
限
る
。）
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